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  －その背景と特徴－ 
 イタリア共和国憲法は、統治構造に関する小幅な改正を経験したが（表１）、その基本的性格













































 次に、90 年代に入って高揚した改憲論の特徴を見ることにしよう。まず、80 年代までの改憲
論との相違として最初に指摘できることは、憲法構想の枠組みを前提した上で、その構想の誤っ
た又は不充分な具体化によって生じている現実の憲法政治の諸問題を解決することを目的とし
た 80 年代までの改憲論（改憲論ではなく「政治制度諸改革」（riforme istituzionali）と呼ば
れていた）から、憲法政治上の諸問題はむしろ現行憲法の構想自体の欠陥・限界のために生じ
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－ 27 － 
２．憲法改正の内容－第 2次ベルルスコーニ内閣の憲法改正案－ 
 2003 年 10 月 17 日、ベルルスコーニ内閣は、内閣提出法案として憲法第２部「共和国の組織」
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